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杜
の
都
の
夏
の
風
物
詩

　
　
　
仙
台
七
夕
ま
つ
り
開
催

「
仙
台
七
夕
・
お
ま
つ
り
広
場
」
で
は
、

仙
台
・
宮
城
の
お
い
し
い
も
の
を
集
め

た
「
七
夕
食
堂
」
や
、
仙
台
七
夕
の
歴

史
を
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
で
振
り
返
る

「
七
夕
伝
承
館
」
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
連

日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
夜

に
は
、
定
禅
寺
通
緑
地
に
設
置
さ
れ
た

ハ
ー
ト
型
の
光
の
ア
ー
チ
や
七
夕
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
切
り
絵
の
あ
ん
ど
ん
が
、

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
ま
し

た
。

　
期
間
中
は
仙
台
城
跡
等
で
も
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
市
内
各
地
で
多

く
の
方
が
仙
台
七
夕
ま
つ
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
毎
年
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
仙

台
七
夕
ま
つ
り
が
、
今
年
も
８
月
６
日

か
ら
８
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
今

年
は
週
末
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
市
内
外
か
ら
約
２
２
８
万
人

の
人
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
中
心
部
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
は
じ
め

市
内
の
各
商
店
街
に
は
、
今
年
も
色
と

り
ど
り
の
豪
華
絢け
ん
爛ら

ん
な
七
夕
飾
り
が
約

３
千
本
飾
ら
れ
、
多
く
の
見
物
客
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
勾

当
台
公
園
市
民
広
場
で
開
催
さ
れ
た

　
市
で
は
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い
持
続

可
能
な
都
市
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

市
が
管
理
す
る
市
街
灯
を
、
消
費
電
力

が
少
な
く
、
耐
用
年
数
の
長
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
に
更
新
し
ま
す
。
更
新
工
事
は
9
月

か
ら
開
始
し
、
平
成
29
年
3
月
末
の
完

了
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
回
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、
電
気
使

用
量
を
年
間
約
1
４
0
０
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
（
一
般
家
庭
約
３
千
世
帯
分
）、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
年
間
約
８
２
０

０
ト
ン
（
一
般
家
庭
約
１
６
０
０
世
帯

分
）
削
減
す
る
効
果
が
見
込
め
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。　

　
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
で
採
択

さ
れ
た
国
際
的
な
防
災
の
取
り
組
み
指

針
「
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５
―
２
０

３
０
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
全
５
回
の
連
続
講
座
「
と
も
に
考

え
る
防
災
の
未
来
―
私
た
ち
の
仙
台
防

災
枠
組
講
座
シ
リ
ー
ズ
」
を
開
講
し
ま

し
た
。

　
第
１
回
目
の
講
座
は
８
月
7
日
に
東

西
線
国
際
セ
ン
タ
ー
駅
２
階
「
青
葉
の

風
テ
ラ
ス
」
で
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人

の
市
民
が
参
加
。
東
北
大
学
災
害
科
学

国
際
研
究
所
の
今
村
文
彦
所
長
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
域
に
お
け

る
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
今
後
来
年
２
月
ま
で
講
座
を
実
施

し
ま
す
。

　
市
で
は
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図

る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
地
域
に

お
け
る
自
主
防
災
活
動
の
中
心
的
な
役

割
を
担
う
人
材
を
「
仙
台
市
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
養
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
７
月
25
日
・
30
日
の
２

日
間
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
講
習
会
を
開
催

し
、
合
わ
せ
て
約
３
６
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
で
は
、
大
雨
時
の
避

難
所
開
設
・
運
営
や
土
砂
災
害
へ
の
対

応
に
つ
い
て
市
か
ら
情
報
提
供
を
行
っ

た
ほ
か
、
高
砂
地
区
町
内
会
連
合
会
の

長
谷
川
孝
氏
に
よ
る
活
動
事
例
発
表
が
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仙
台
市
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
講

習
会
を
開
催

　
市
は
、
５
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬
ま

で
、
市
役
所
各
庁
舎
、
区
役
所
、
市
立

図
書
館
等
の
市
民
利
用
施
設
で
窓
口
サ

ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
１
８

２
６
件
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
接
遇
や
施
設
・
手

続
き
の
利
便
性
に
関
す
る
８
項
目
に
つ

い
て
、「
良
い
」「
普
通
」「
悪
い
」
の

３
段
階
で
評
価
す
る
形
式
で
実
施
。
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
前
回
同
様
、

全
て
の
項
目
で
９
割
以
上
の
方
か
ら

「
良
い
」
ま
た
は
「
普
通
」
と
い
う
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
結
果
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
今
後
も
接
遇
の
改
善
・
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
詳
し
い
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
野・若
林・

太
白
区
情
報
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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接
遇
の
向
上
に
生
か
し

ま
す
―
窓
口
サ
ー
ビ
ス

ア
ン
ケ
ー
ト

　
老
朽
化
し
た
宮
城
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
と
加
茂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
代
替

施
設
と
し
て
、
民
間
資
金
を
活
用
し
た

▼

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

見
な
が
ら
、
大
雨
時
の

行
動
に
つ
い
て
確
認

▲

地
域
に
お
け
る
防
災

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
事
例
を
発
表

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
９
月
の

関
東
・
東
北
豪
雨
の
経
験
を
踏
ま
え
、

仙
台
管
区
気
象
台
と
の
連
携
に
よ
り

「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨　
そ
の

時
ど
う
す
る
？
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
実
施
。
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
分
か
れ
、
台
風
な
ど
の
大
雨
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
行
動
等
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
り
整
備
を
進
め
て
い

た
南
吉
成
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
、
８
月
２
日
に
開
所
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
１
日
当
た
り
１

万
１
０
０
０
食
の
調
理
能
力
が
あ
り
、

ア
レ
ル
ギ
ー
専
用
調
理
室
も
整
備
。
青

葉
区
、
太
白
区
、
泉
区
の
小
・
中
学
校

25
校
に
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

▲南吉成学校給食センターの開所
により、市内の給食センターは５
施設体制となりました

▲商店街に掲げられた華やかな七夕飾り

▲「仙台七夕・おまつり広場」は連日
多くの人でにぎわいました

▲多様な主体による取り組
みの重要性についての講演
などが行われました
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「
仙
台
防
災
枠
組
」に
つ

い
て
学
ぶ
市
民
講
座
シ

リ
ー
ズ
を
開
講
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南
吉
成
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
開
所
し
ま
し
た
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市
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

進
め
ま
す

東西線で広がる、まちのにぎわい

仙台市長　奥山 恵美子

　昨年12月６日に開業した地下鉄東西線。
１日当たりの目標乗客数８万人に対し、４月
以降の乗客数は各月とも５万人を超え、平均
達成率65％前後をキープしています。さら
なる乗客数の増加に向けては、沿線の住宅開
発等と併せて、まちのにぎわいづくりが欠か
せません。すでに多くの皆さんに知恵を絞っ
ていただいていますが、ここでは、秋に行わ
れる商店街を中心としたイベントを３件ご紹
介しましょう。
　まずは、連坊駅から五橋に続く通り沿いに
ある、むにゃむにゃ通り商店街商興会が行う
「むにゃむにゃから行く！子供と女子が楽し
む東西線」。毎年開催している「100縁商店
街」と「バンブークリスマス」のイベントに
合わせて、東西線まちづくり市民応援部の
「カメラ女子」や仙台二華高等学校写真部と
連携した写真展を行う予定です。また、同校
調理部と連携し、荒井地区で採れた野菜を使
ったスイーツも販売予定とか。どんなスイー
ツが誕生するか楽しみですね。
　次に、薬師堂商店会では、10月から11月
にかけて、地域の店舗や名所を巡るクイズラ
リーと、薬師堂にちなんだ俳句・川柳のコン
テストを開催します。伊達武将隊の松尾芭蕉
による薬師堂周辺ガイドツアーも行われるそ
うですので、参加希望の方は地域産業支援課
（☎214･1001）までお問い合わせを。
　最後に、中心部商店街です。仙台のまちを
大道芸で盛り上げようという試みが着々と進
んでいます。一定の技術を持つ人を「まちく
るパフォーマーズ仙台」として登録する制度
を開始し、５月に行われた審査に見事合格し
た52組の皆さんが８月から活動を開始しま
した。ジャグリングやパントマイムなど、演
ずる技も多彩。中心部商店街や東西線沿線の
会場で大道芸イベントを同時に開催すること
で、まちを歩く楽しみを増やし、より多くの
人に地下鉄に乗ってもらおうというものです。
　以前、パリの地下鉄で見かけたバイオリン
弾きの音色や、街角での手品なども忘れられ
ません。思い立ってふらっと出掛けても、面
白いこと、楽しい催し、愉快な人たちに出会
える、そんな仙台になれば素敵だと思います。


